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図１－９ 

出典：「2006 年版 関西活性化白書」（(財)関西社会経済研究所） 

図１－１０ 

出典：「2006 年版 関西活性化白書」（(財)関西社会経済研究所） 

１－３．近畿圏に関わる国際貿易の概要 

 
近畿圏に即して「アジア諸都市の連携・交流を支えるシームレスな交通体系」を考察

する前提として、近畿圏における国際貿易の概要を以下に整理する。 
 
(１)全体的な概要 

関西経済は、輸出の好

調を背景に、景気の踊り

場を脱却し、回復傾向を

取り戻しつつある。特に、

薄型テレビをはじめとす

るデジタル家電では、世

界的な需要の増加に支え

られて生産が増加してお

り、それに伴って製品メ

ーカー、部品メーカーを

巻き込んだ活発な設備投

資が行われている。 
こうした動向の中で、

関西（福井県、滋賀県、

京都府、大阪府、兵庫県、

奈良県、和歌山県の２府

５県）からの輸出は部分

的な減速はみられるもの

の、全体として増加傾向

が続いている。 
また、関西からの中

国・米国向けの輸出額の

推移をみると、中国向け

の輸出額の急増が顕著で

あり、2003年に米国向け
に肩を並べた後、米国を

上回り、2005年は関西か
らの輸出額の 18.5％を
占めるに至っている。 
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図１－１１ 

 

出典：「2006 年版 関西活性化白書」（(財)関西社会経済研究所） 

(２)輸出入の品目特性 

国際海運貨物の

品目特性を把握す

るため、大阪港・

神戸港の輸出入別

に品目構成を整理

するとともに、東

京港・横浜港の輸

出入との比較を行

う。 
大阪港・神戸港

の輸出では、一般

機械、電気機械の

シェアが高く、東

京港・横浜港との

比較では、半導体

の製品が多いこと

から電気機器の輸

出額は関西が上回

っている。 
一方、輸入につ

いてみると、大阪

港・神戸港では食

料品と原料別製品

のシェアが高く、

東京港・横浜港と

の比較では、原料

別製品や電気器の

シェアが幾分高く

なっている。 
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出典：「2006 年版 関西活性化白書」（(財)関西社会経済研究所） 

図１－１２ 
海運と同様に、関

西国際空港の輸出入

別に品目構成を整理

するとともに、成田

国際空港の輸出入と

の比較を行う。 
関西国際空港の輸

出では、電気機械が

５割弱を占めており、

成田に比べても高い

シェアとなっている。 
一方、輸入につい

てみると、関西国際

空港では、電気機器

と化学製品のシェア

が高く、成田との比

較では、化学製品の

シェアが高いのが特

徴である。 
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(３)相手地域別貿易 

関西の国際港湾と国際空港における相手地域別の輸出入額の状況をみると、輸出入と

もにアジアとの割合が５割を超えて高いのが特徴的である。特に、大阪港の輸入では、

約８割と圧倒的なシェアを占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－１３ 

 

 
出典：「2006 年版 関西活性化白書」（(財)関西社会経済研究所） 




